
 
 
 
 板橋区における人口の現状を分析、今後目指すべき将来の方向と人口の将来展望を提示するもの 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
○若い世代の希望が実現すると、出生率は1.8程度に向上する。 
○人口減少に歯止めがかかると、2060年に１億人程度の人口が確保される。 
○「人口の安定化」とともに「生産性の向上」が図られると、 2050年代に実質GDP成長率は、1.5～２％程度に維持される。 
 

 
 
○出生率や移動率などについて仮定値を  
 変えた総人口推計の比較 
○将来人口に及ぼす自然増減・社会増減 
 の影響度の分析 

 

 
 
○住民の結婚・出産・子育てに関する意 
 識や希望の調査 
○定住に関する意識・希望等 

 
 

○総人口や年齢３区分別人口、出生数、 
 死亡数、転入数、転出数等の時系列の 
 状況を分析 
○性別・年齢階級別の地域間の人口移動 
 の状況を分析 

国の長期ビジョン 

（仮称）板橋区版人口ビジョン 

１ 人口の現状分析 
 ⑴ 人口動向分析 
  

  

２ 人口の将来展望 

 ⑴ 将来展望に必要な調査・分析 
 ⑵ 目指すべき将来の方向 

●区の人口動向分析● ●アンケート● ●将来人口の推計と分析● 

人口問題に対する基本認識 

３つの基本的視点 

目指すべき将来の方向 

「人口減少時代」の到来 

①「東京一極集中」の是正 ②若い世代の就労・結婚・子育ての希望の実現 
③地域の特性に即した地域課題の解決 

将来にわたって「活力ある日本社会」を維持する 

長計審⑪資料４ 
（仮称）板橋区版人口ビジョンの策定について 

国の人口ビジョンを踏まえ、地方自治体にも地方版人口ビジョンの策定努力義務 


